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第一級アマチュア無線技士「法規」試験問題

３０問２時間３０分

Ａ－１次の記述は、アマチュア無線局の予備免許を受けた者ﾗｸ§工事設計を変更しようとする場合等について述べたものである。電波法（第
８条及び第9条)の規定に照らし､[二コ内に入れるべき賎も迩刀な字句の組合せを下の1から4までのうちから-つ選べ。

①総務大臣は､電波法第8条の予備免許を受けた者からｎK~]ときは､予備免許を与える際に指定した工事落成の期限を延長する
ことができる。

②L鐡法第8条,､予備免許を受けた者は､工事設計を変更しようとするときは､あらかじめ「司なければならない｡ただし､総
務省令で定める軽微な事項については、この限りでない。

③②の変更は､□に変更を来すものであってはならず､かつ､電波法第３章の技術基準に合致するものでなければならない。

Ａ

申請があった場合において、相当と認める

申請があった場合において、相当と認める

届出があった

届出があった

Ｂ

総務大臣の許可を受け

総務大臣に届け出

総務大臣に届け出

総務大臣の許可を受け

Ｃ

周波灘〔、電波の型式又は空中線電力

送信装置の発射可能な電波の型式及び周波数の範囲

周波数、電波の型式又は空中線電力

１
２
３
４

送信装置の発射可能な電波の型式及び周波数の範囲

A－２次の記述は､無線局の落成後の検査等について述べたものである｡電波法(第10条及び第１1条)の規定に照らし､、内に入
れるぺき最も適切な字句の組合せを下の１から４までのうちから一つ選べ

①電波法第8条の予備免許を受けた者は、工事が落成したときは、その旨を総務大臣に届け出て、その無線設備､無線従事者の資格及
び員数並びに時計及び圏類（以下「無線i没備等」という。）について検査を受けなければならない。

②①の検査は、①の検査を受けようとする者が、当該検査を受けようとする無線設備等について電波法第２４条の２第１項又は第２４
条の１３第１項の登録を受けた者が総務省令で定めるところにより行った当該登録に係る点検の結果を記載した書類を添えて①の届出

をした場合においては､その亡ヱコを省略することができる。
③電波法第8条第１項第１号の工事落成の期限(同条騨項の規定による期限の延長があったときは､その期限)経過後□以
内に①の届出がないときは､総務大臣は､その無線局の「Ｃｌならない。

ＡＢ

全劃Ｉ３箇月

全部２週間

一部２週間

一部３箇月

Ｃ

免許を拒否しなければ

予備免許を取り消さなければ

免許を拒否しなければ

予備免許を取り消さなければ

１
２
３
４

Ａ－３次の記述は、無線局の免許人の申請による周波数等の変更について述べたものである。電波法（第１９条）の規定に照らし、

「~１内に入れるべき最も適切な字句の組合せを下の'から4までのうちから-つ選べ

鍵大臣は､免許人が「、、電波の型式､周波数、
「訂と認めるときは､その指定を変更することができる。

空中線電力又は運用許容時間の指定の変更を申請した場合において、

Ｂ

電波の規整そのIh公益卜｣X要がある

凋言の除去その他特に必要がある

電波の規整その他公益上必要がある

混信の除去その他特に必要がある

》塒のの
号
号
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４
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Ａ－４次の記述は、アマチュア無線局の免許がその効力を失った場合について述べたものである。電波法（第２４条、第７８条及び

第１１３条)の規定に照らし､Ｆ]内に入れるべき最も適切な字句の組合せを下の1から４までのうちから-つ選べ。

①無線局の免許がその効力を失ったときは､免許人であった者は「X-1以内にその免鬮R伏を返納しなければならない
②無線局の免許がその効力を失ったときは､免許人であった者は､遅滞なく「Ｅ１の撤去その他の総務省令で定める電波の発射を
防止するために必要な措置を講じなければならない。

③「己~|に違反した者は､３０万円以下の嗣金に処する。

Ｂ

送信装腿

空中線

送信装霞

空中線

Ａ

１０日

１０日

１箇月

１箇月

》醗
錠

Ｃ
②

②

１
２
３
４

Ａ－５次の記述は、周波数測定装鼬の備付けについて述ぺたものである。電波法（第３１条）及び電波法施行規則（第１１条の３）の規定

に照らし､[司内に入れるべき最も適切な字句の組合せを下の'から4までのうちから一つ選べ

①ｱﾏﾁｭｱ無線局の送信設備であって､総務省令で定めるものには､その誤差が使用周波数の許容偏差の囚以下である周波
数測定装置を備え付けなければならない。

②①の総務省令で定める送信設備は、次に掲げる送信設備以外のものとする。

（１）２６．１７５ＭＨｚを超える周波数の趣波を利用するもの

（２）空中線電力「訂以下のもの
③①の周波数測定装歴を備え付けている相手方の無線局によってその使用電波の周波数が測定されることとなっているもの

④当該送信設備の無線局の免許人がBⅡに備え付けた①の周波数測定装置をもってその使用電波の周波数を随時測定し得るもの

（5リ当該送信設備から発射される電波の「己~1を００２５ﾊﾟｰｾﾝﾄ以内の誤差で測定することにより､その電波の占有する周波
数帯幅が、当該無線局がｉｉｉ作することを許される周波数帯内にあることを確認することができる装置を備え付けているもの

Ｃ

割当周波数

特性周波数

特N顕1波数

割当周波数

Ｂ

５０ワット

１０ワット

５０ワット

１０ワット

Ａ

２分の１

２分の１

４分の１

４分の１

１
２
３
４

[＝]内に入れるべきＡ－６次の記述は、空中線等の保安施設について述べたものである。電波法施行規則（第２６条）の規定に照らし、

最も適切な字句の組合せを下の１から４までのうちから－つ選べ

鯛設備の空中線系には「、を､また､ｶｳﾝﾀｰﾎﾟｲｽﾞには□をそれぞれ設けなければならない。
｢て可周波数を使用する無線局の無線設備及耐塵上移!ih局又はj糯局の無線設備の空中線については､この限りでない。

ただし、

Ｃ

２６．１７５ＭＨｚ以下の

２６．１７５ＭＨｚを超える

２６．１７５ＭＨｚ以下の

２６．１７５ＭＨｚを超える

》》
器

鐸
罎

Ｂ
避

１
２
３
４

Ａ－７次の記述は、送信装置の水晶発振回路に使用する水晶発振子について述べたものである。無線設備規則（第１６条）の規定に照らし、

Ｆ可内に入れるべき最も適切な字句の組合せを下の'から4までのうちから-つ選べ

水晶発振回路に使用する水晶発振子は、周波数をその許容偏差内に維持するため、次の条件に適合するものでなければならない。

(1)発振周波数が[回の水晶発振回路により又は□によりあらかじめ試験を行って決定されているものであること。
(2)恒温槽を有する場合は､恒温槽'ｺﾞﾌｨ《晶発振子の[~可その温度変化の許容値を正確に維持するものであること。

Ｃ

温度係数に応じて

温度係数にかかわらず

温度係数に応じて

温度係数にかかわらず

Ｂ

これと同一の条件の回B各

その精度を確かめる試験機器

その精度を確かめる試験機器

これと同一の条件の回路

瞳

》》
Ａ当当》瀞
１
２
３
４
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A－８次の記述は､送信装邇の変調について述べたものである｡無線設備規則(第１８条)の規定に照らし､、内に入れるべき最も適
切な字句の組合せを下の１から４までのうちから一つ選～

せん

①送信装極は､音声その他の周波数によって搬送波を変調する場合には､変調波の懸値において(±)ｎコを超えない範囲に維
持されるものでなければならない。

②ｱﾏﾁｭｱ局の送信装置は「百１．

ＡＢ

１１００パーセント通信に秘匿性を与える機能を有してはならない

２８０パーセント通信に秘匿性を与える機能を有してはならない

３１００パーセント直線的に変調することができるものでなければならない

４８０パーセント直線的に変調することができるものでなければならない

Ａ－９次の記述は、無線局の目的外使用の禁止等について述べたものである。電波法（第５２条から第５５条まで及び第１１０条）の規定

に照らし､「~1内に入れるべき最も適切な字句の組合せを下の'から4までのうちから一刻曇、

①無線局は、免許状に記載された目的又は通信の相手方若しくは通信事項の範囲を超えて運用してはならない。ただし、次に掲げる通

信については、この限りでなし％

（１）遭難通信②緊急通信③安全通信（４）非常通信（５）放送の受信（６）その他総務省令で定める通信

②無線局を運用する場合においては「X~]、電波の型式及UVim波数は､免許状に記載されたところによらなければならなし＄ただ
し、遭難通信については、この限りでない。

③無線局を運用する場合においては、空中線１画力は、次の各号に定めるところによらなければならない。ただし、jGm難通信については、

この限りでない

（１）免許状に記載されたものの範囲内であること。

(2)通信を行うため「百コであること。
④無線局は、免許状に記載された運用許容時間内でなければ､運用してはならないただし、①の(1)から⑥までに掲げる通信を行う

場合及U､総務省令で定める場合は、この限りでない。

⑤①､②③の(1)又は④の規定に違反して無線局を運用した者は､1年以下の懲役又は「E可に処する。

Ｂ

十ﾗﾅなもの

必要最小のもの

十分なもの

必要殻｡､のもの

Ｃ

１００万円以下の嗣金

５０万円以下の罰金

５０万円以下の罰金

１００万円以下の罰金

繧
耀

認
識

》》のの
樒
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Ａ
鍼
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１
２
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Ａ－１０無線局は、自局に対する呼出しを受信した場合において、呼出局の呼出符号が不確実であるときは、どうしなければならない力も無線
局運用規則（第１４条、第１８条及び第２６条）の規定に照らし、下の１から４までのうちから一つ選ﾊ、

１その呼出しが反復され、かつ、呼出局の呼出符号が確実に判明するまで応答してはならなし＄

２応4§国J項のうち「こちら１コ及び自局の呼出符号を送信して、直ちに応答しなけｵしばならない。

３Ｂｔ増輿錬頁のうち相手局の呼出符号の代わりに「誰かこちらを呼びましたカリを使用して、直ちに応答しなければならない。

４応答事項のうち相手局の呼出符号の代わりに「貴局名は何でうぅウリを使用して、直ちに応答しなければならない。

Ａ－１１次の記述のうち、欧文によるモールス無線通信において、「送信の待機を要求する符号」を示す略符号をモールス符号で表したものは

どれ力、無線局運用規則（第１２条及び第１３条並びに別表第１号及び別表第２号）の規定に照らし、下の１から４までのうちから一つ

選'、

１．－．－．

２．－．．゜

３．．．．

４－．．．－

注モールス符号の点．線のjLさ及WIN冊１１土、１雨H1;化してある。

(ＨＹ４０４－３）



Ａ－１２次の記述は､モールス無線通信における通信中の周波数の変更について述べたものである。無線局運用規則（第３５条）の規定に照ら

し､、内に入れるべき最も適切な字句の組合せを下の'から4までのうちから-つ選べ

通信中において、混信の防止その他の必要により使用電波の型式又は周波数の変更の要求を受けた無線局は、これに応じようとすると

きは、「ｎK丁」を送信し(通信状態等により必要と認めるときは、「亡亘]」及び変更によって使用しようとする周波数(又は
電波の型式及び周波数）１回を続いて送信する。）、直ちに周波数（又は電波の型式及び周波数）を変更しなけ』I'Lぱならない

ｗ
ｘ
Ｗ
ｘ

ｓ
ｓ
ｓ
ｓ

Ｂ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ

Ａ
Ｒ
Ｒ
Ｋ
Ｋ

１
２
３
４

Ａ－１３次の記述は、モールス無線通信において、無線局が無線機器の試験又は調整のため電波の発射を必要とするときに順次送信すべき率;Ｉ

を掲げたものである｡無線局運用規則(第39鋼の規定に照らし､Ｆ]内に入れるべき最も適切な字句の組合せを下の1から4ま
でのうちから－つ選べ

回
国
□

①
②
③

回
回
回

３
１
３

Ｃ

ＱＲＫ？

自局の呼出符号

ＱＳＡ？

自局の呼出符号

Ｑ
Ｅ
Ｑ
Ｅ

Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
Ｄ

Ａ

ＶＶＶ

ＶＶＶ

ＥＸ

ＥＸ

１
２
３
４

モールス無線通信において、「こちらは、通信中ですも妨害しないでください」を示すQ符号をモールス符号で表
無線局運用規則（第１２条及び第１３条並びにBI1表第１号及蛎u表第２号）の規定に照らし、下の１から４までのう

Ａ－１４次の記述のうち、

したものはどれ力も

ちから－つ選鈩、

１－－．－。－°－．

２－－．－｡－゜。－｡｡

３－－．－・・・－－－

４－－．－・・・－．

注モールス符I弓の点､線の長さ及UW鰯H土、I繭冊化してある。

Ａ－１５次の記述は、アルファベットの字句及びモールス符号の組合せを掲げたものである。無線局運用規則（第１２条及び別表第１号）の規
定に照らし、アルファベットの字句及びそのモールス符号の組合せ力適合するものはどれ力も下の１から４までのうちから－つ選ﾊ、

字句モールス符号

１IＲＥＬＡＮＤ。．．－゜。．

２ＧＥＲＭＡＮＹ一一・・－．－

３ＢＥＬＧＩＵＭ一・・・・・一・

４ＦＲＥＮＣＨ．。－。．－゜・

注モールス符１３の点線の長さ及U1HI研Iは､fWFWl化してある。

－●●

－●－－

●●－

０●●●

●－●●￣￣●

－－Ｇ－－●

●一一●●●●

－●－●－●

Ａ－１６次の記述のうち、ＪＺＰＶＫＴＸＷ３５をモールス符号で表したものはどれ力も無線局運用規則（第１２条及砺U表第１号）の規定
に照らし、下の１から４までのうちから一つ選べ。

●
●
●
●

●
●
●
●

Ｄ
Ｃ
●
●

●

、●

●
●
●

●
●
●

●
●
●

●

●

●
●

●

●
●
●

●
●
●
●

●

●
●
●

●

１．－－－－－．．・一一・・・・￣

２．－－－－－°Ｃ｡――。．．￣

３．－－－－－．．・－－．。。．￣

４．－－－－－．．・－－．・・・一

法モールス符I引制の点､i濃の長さ』A〔NN現H1土iHBIil化してある。

●
●

●
●
●

(ＨＹ４０４－４）



A-17次の記述は､無線局の検査について述べたものである｡趣波法(第73条)の規定に照らし､Ｆ]内に入れるべき殿も適切な字句
の組合せを下の'から4までのうちから-つ選べ｡なお､同じ記号の[二コ内には､同じ字句が入るものとする。

総務大臣は、次に掲げる場合は、その職員を無線局に派遣し、その無線設備、無線従事者の資格及び員数並びに時計及び書類を検査さ

せることができる。

（１）無線局の発射する「、が総務省令で定めるものに適合していないと認めて､当該無線局に対してlT1電波の発射の停止
を命じたとき。

②(1)の命令を受けた無線局からその発射するｒＸ１が総務省令の定めるものに適合するに至った旨の申出があったとき。
③その他「5~l特に必要があるとき。

Ｃ

犯罪捜査のため

i遡皮法の施行を確保するため

Ｂ

臨時に

３箇月以内の期間を定めて

臨涛に

３箇月以内の期間を定めて

罹罹趣繩錘
睦

》 》
質
質

Ａ
露
露
率
識

１
２
３
４ 電波法の施行を確保するため

犯罪捜査のため

A-18次の記述は､非常の場合の無線通信について述べたものである｡電波法(第74条)の規定に照らし､[￣1内に入れるべき殿も適
切な字句の組合せを下の'から4までのうちから一つ選べ｡なお､同じ記号の「司内には､同じ字句が入るものとする。

①総務大臣は、地震、台風、洪水、津波、雪害、火災、蕊Uihその(H1非常の事態が発生し、又は発生するおそれがある場合においては、

人命の救助「７，､交通通信の確保又は「百１のために必要な通信を□に行わせることができる。
②総務大臣が①の規定により［Ｃｌに通信を行わせたときは､国は､その通信に要した実費を弁償しなければならなし％

翫癖
Ｂ
動》》》礎
Ａ
繧
繧
轤
砿

》
》

ｃ藷鐇辮

１
２
３
４

Ａ－１９次の記述は、無線局の免許人が行う総務大臣への報告等について述べたものである。電波法（第８０条及び第８１条Ｊの規定に照らし、

、内に入れるべき最も適切な字句の組合せを下の1から4までのうちから-つ選べ

①免許人は､次に掲げる場合は､総務省令で定める手続により、総務大臣に報告しなければならない

（１）ｒＸ１を行ったとき。
（２）電波法又はＩＢｌの規定に違反して運用した無線局を認めたとき。
③無線局が外国において、あらかじめ総務大臣が告示した以外の運用の制限をされたとき。

②総務大臣は､□その他無線局の適正な運用を確保するため必要があると認めるときは､免許人に対し､無線周に関し報告を求
めることができる。

Ｃ

混ｲ言の除去

無線通信の秩序の維持

混信の除去

ＡＢ

非常通信電気通信電撰業法

非常通信電波法に基づく命令

非常通信又は電波法第７４条（非常の場合の無線通信）の電波法に基づく命令

通信の訓練のための通信

非常通信又はi靭皮法第７４条（非常の場合の無線通信）の電気通信噸業法

通信の即}練のための通信

１
２
３

無線通信の秩序の維持４

Ａ－２０次の記述は、「有害な混信」の定義について述べたものである。国際電気通信連合憲章附属審鯖１００３号）の規定に照らし、

、内に入れるべき最も適切な字句の組合せを下の1から4までのうちから一つ選,、なお､同じ記号の［二コ内には､同じ字句
が入るものとする。

「有害な混信｣とは､無線航行業務その他のｒＸ１の運用を[~百~1し､又は無線通信規則に従って行う無線通信業務の運用に重
大な悪影響を与え､若しくはこれを、し若しくは’Ｂ］ずる混信をいう。

Ｃ

中断

反覆的に中断

中断

反覆的に中断

Ｂ
擴
繩
繩
瀝

》》
鐸
鐸

Ａ
錦
織
１
２
３
４

(ＨＹ４０４－５）



Ａ－２１次の記述は､免許等を要しない無線局及び受信設備に対する監督について述べたものである。電波法（第８２条）の規定に照らし、

、内に入れるべき最も適切な字句の組合せを下の'から4までのうちから-つ選べ

①総務大臣は、電波法第4条（無線局の開調第１号から第３号までに掲げる無線局（以下｢免許等を要しない無線局｣という。）の無

線設備の発する電波又は受信設備が副次的に発する電波若しくは高周波電流が「、ときは､その設備の所有者又は占有者に対し、
その艫を除去するために[~E-lを命ずることができる。

②総務大臣は、免許等を要しない無線局の無線設備について又は放送の受信を目的とする受Ii薑設傭以外の受{藍i設備について①の措悩lを

とるべきことを命じた場合において特に必要があると認めるときは「で可ことができる。

Ｃ

その措歴の内容について、文霊「で報告させる

Ｂ

その(吏用を中止する措極を

とるべきこと

必要な措置をとるぺきこと

Ａ

１他の無線設備の機能に継続的かつ重大な

障害を与える

２他の無線設備の機能に継続的かつ重大な

障害を与える

３電気通信業務の用に供する無線局の無線

設備に継続的かつ重大な障害を与える

４電気通信業務の用に供する無線局の無線

設備に継続的かつ重大な障害を与える

その職員を当該設備のある場所に派遣し、その設

備を検査させる

その職員を当該設備のある場所に派遣し、その設

備を検査させる

その措腫の内容について、文書で報告させる

その使用を中止する措置を

とるべきこと

必要な措置をとるべきこと

Ａ－２２次の記述は、局の技術特性について述べたものである。無線通信規FUI（第３条）の規定に照らし、誤っているものを下の１から４まで

のうちから－つ選べ

ｌ発射の周波数補幅は、スペクトルを最も効率的に使用し得るようなものでなければならない。このためには、一般的には、周波数

帯幅を技術の現状及び業務の性質によって可能なliM､の値に維持することが必要である。

２受信機の動作特性は、その受信機が、そこから適当な距離にあり、かつ、無線通信規則の規定に従って運用している送信機からの

混信を受けることがないようなものを採用するものとする。

３局において使用する装湿の選択及び動作並びにそのすべての発射は、無線通信規則に適合しなければならなし％

４局において使用する装極は、周波数スペクトルを最も効率的に使用することが可能な信号処理方式として単側波帯技術を採用する

ものとする。

Ａ－２３次の記述は、国際電気通信連合憲章等に係る違反の通告について述ぺたものである。無線通信規則（第１５条）の規定に照らし、

「~司内に入れるべき最も適切な字句の組合せを下の'から4までのうちから一つ選へ

①国際醗気通信連合憲章､国際電気通信連合条約又は無線通信規則の違反を認めた局は､この違反について[~Ｚｎに報告する。
②局が行った重大な違反に関する申入れは､これを認めた主管庁から｢百１に行わなけ測蚤ならない。
③主管庁は、その権限が及ぶ局が国際電気通信連合条約又は無線通信規則の違反を行ったことを知った場合には、その事実を確認して

責任を定め､「で可。

Ｃ

必屡:な措腫をとる

国際電気通信連合の事務総局長に通報する

必要な措置をとる

国際電気通信連合の事務総局長に通報する

Ｂ

この局を管轄する国の主管庁

この違反を行った局

この違反を行った局

この局を管轄する国の主管庁

華
塞

１
２
３
４

Ａ－２４次の記述は、無線局からの混信を防止するための措置について述ぺたものである。無線通信規則（第１５条）の規定に照らし、

、内に入れるべき最も適切な字句の組合せを下の1から4までのうちから-つ選べ

①すべての局は「ＸＴ過剰な信号の伝送回、職別表示のない信号の伝送を禁止する(無線通信規則第'9条(局の識
別）に定める場合を除く。）。

②送信局は､業務を満足に行うため必要な最fl限の電力で籟射する。
③混信を避けるために、送信局の位置及ひく業務の性質上可能な場合には、受信局の位置IYj〔、特に注意して選定しなければならなしＬ

④混信を避けるために､不要な方向への鞠又は不要な方向からの受信は､業務の性質上可能な場合には､□をできる限り利用
して、最小にしなければならない。

Ｃ

送受信設備の電気的特性

指向性のアンテナの利点

指向性のアンテナの利点

送受信設備の電気的特性

Ｂ

暗語又は略語による伝送

虚偽の又はまぎらわしい信号の伝送

暗語又は略語による伝送

虚偽の又はまぎらわしし信号の伝送

儘
鑑
歴睦

Ａ》》『
認

１
２
３
４

(ＨＹ４０４－６）



B－１次の記述は､電波法に定める用語の定義である｡電波法(第２斜の規定に照らし､、内に入れるべき最も適切な字句を下の１
から１０までのうちからそれぞれ－つ選べ

｢電波｣とは､Ｅ己以下の周波数の電磁波をいう。
｢無線電信」とは、電波を利用して、符号を送り、又は受けるための通信設備をいう。

I無線鬮話｣とは､電波を利用して､Ｆ、を送り､又は受けるための通信殻､i型う。
｢無線設備｣とは､無線電信､無線趣話その他電波を送り､又は受けるための田をいう。
｢無線従事者]とは､無線設備の「三１を行う者であって､総務大臣の免許を蚕i子元ものをいう。
｢無線局｣とは､無線設備及び無線設備の操作を行う者の総体をいう｡ただし､［司二|のみを目的とするものを含まなし＄

①
②
③
④
⑤
⑥

４操作

９操作又はその監督

『鋼３
８ ５中継

１０受信

２音声

７音声その他の音響

1300万メガヘルツ

６３０万ギガヘルツ

B－２次の記述は､無線通信の秘密の保護について述べたものである｡電波法(第59条及び第１０９鋼の規定に照らし､「司内に入
れるべき最も適切な字句を下の'から'０までのうちからそれぞれ一つ遇'、なお､同じ記号の「~司内には､同じ字句が入るもの
とする。

①何人も法律に別段の定めがある場合を除くほか､□相手方に対して行われる無線通信(電気通信事業法第4条第１項又は
第１６４条第２項の通信であるものを除く｡以下同じ｡）を傍受してその存在若しくは内容を漏らし､又はこれをＥ□してはな
らない。

②無線局の取扱中に係る無線通信の秘密を漏らし､又は□]した者は､１年以下の懲役又は５０万円以下の罰金に処する。
③「ﾗｰ|がその[~三１に関し知り得た②の秘密を漏肛茂は□」したときは､Ｌ工｣に処する。

２年以下の懲役又は１００万円以下の罰金

蕊定の
無線通信の業務に従事する者

窃用

１３年以下の懲役又は１５０万円以下の罰金

:簾の
７無線従事者

９他人の用に供

２
４
６
８
０

１

Ｂ－３次の記述は、アルファベットの字句及びモールス符号の組合せを掲げたものである。無線局運用規則（第１２条及〔ﾉﾘ;11表第１号）の

規定に照らし、アルファベットの字句及びそのモールス符号が適合するものを１，適合しないものを２として解答せよ。

字句モールス符号

アＦＯＸＴＲＯＴ．．－.一一一

イＧＯＬＦ－－゜－－－

ウＨＯＴＥＬ.・・・－－－

エＩＮＤＩＡ｡。。-一・

オＪＵＬＩＥＴＴ・－－－..－

注モールス符Ｉ]の点､線の長さ及UV翻鴎主imFu1化してある。

－●－■■－●’－－●

●－●●●●－●

ｌ■■■■ ●■●￣●●

｡●●Ｕ■■■■●

●－●●●●●

Ｂ－４次の記述は、送信空中線の型式及び構成等について述べたものである。無線設備規則（第２０条及び第２２条）の規定に照らし、

「￣丁内に入れるべき段も適切な字句を下の'から’０までのうちからそれそ汁Ｆつ選べ

①送信空中線の型式及UV瀞成は、次の各号に適合するものでなければならない。

（１）空中線の利得及び能率がなるべく大であること。

②「ﾃ１であること。

(3)満足な「Ｔｌが得られること。
②空中線の指向特性は、次に掲げる事項によって定める。

（１）主鑓射方向及び寝,Ｉiii肘方向

②□の蝋射の角度の幅
（３）空中線を設歴する位腿の近傍にあるものであって…の伝わる方向を回もの
Ｑ)Ｅ□よりの鎗射 》鐸

;iii1i鱗
３乱す

８妨げる

２垂直面

７水平面;欝露

(ＨＹ４０４－７）



B－５次の記述は､無線局の免許の聴肖し等について述べたものである｡電波法(第７６条)の規定に照らし､、
適切な字句を下の１から１０までのうちからそれぞれ－つ選み､

内に入れるべき最も

①総務大臣は､詩鑑脚:電id1法又は電波法に基づく命令に違反したときは､３箇月以内の期間を定めて「デー]の停止を命じ､又は
期間を定めてＥｉ」を制限することができる。

②総務大臣は、免許人（包括免許人を除く。以下同じ。）が次の各号のいずれかに該当するときは、その免許を取り消すことができる。

（１）正当な理由がないのに､無線局の運用を引き続き田以上休止したとき。
（２）不正な手段により無線局の免許若しくは電波法第１７条（変更等の許可）の許可を受け、又は同法第１９条（申請による周波数
等の変更）の規定による指定の変更を行わせたとき。

③①の命令又は制限に従わないとき。

③免許人が[三コに規定する罪を犯し罰金以上の刑に処せられ､その執行が終わり､又はその執行を受けることがなくなった日
から「;子可を経過しない者に該当するに至ったとき。

噸》錘奔

電波の発射

１年

３年

３電波の型式及び滴波数

７刑法 :j:露iiii1i總麿準し<'ま空中線懲力

１
５
９

２
６
０

１

、内に入れるべき最も通次の記述は、アマチュア業務について述ぺたものである。無線通信規則（第２５条Ｊの規定に照らし、

切な字句を下の１から１０までのうちからそれぞｵ吟つ選ﾊﾐ

Ｂ－６

①異なる国のアマチュア局相互間の伝送は、地上コマンド局とアマチュア衛星業務の宇宙局との間で交わされる制御信号は除き、

「亨可されたものであってはならなし、
②ｱﾏﾁｭｱ局は［□に限って､□の伝送を行うことができる｡主管庁は､その管爾評にあるｱﾏﾁｭｱ局への本条9頁の
適用について決定することができる。

③ｱﾏﾁｭｱ局の最大電力は､「三~]が定める。
④国際電気通信連合憲章､国際電気通信連合条j約及び無線通信規則の｢ヌコー股規定は､ｱﾏﾁｭｱ局に適用する。

伝送効率を高めるために高速化

通信回線のふくそう時

意味を隠すために暗号化

緊急時及び災害教E鵬ド

第三者のために国際通信

国際電気通信連合

技術特性に関する

１
３
５
７
９

２
４
６
８
０

１

アマチュア局以外の局との国際通信

関係主管庁

すべての

（ＨＹ４０４－８）



平成24年４月期

第一級アマチュア無線技士「法規」合格基準及び正答

30問２時間30分試験問題記号

合格基準

満点及び合格点

配点内訳

ＨＹ４０４１

２ 瀬棚蝿

合格点１０５点

１２０点(1問５点）

３０点(1問5点､ただし､小設問各1点）

１５０点

２４問

6問

正答３

亡

岸一士」一士士一士一一一士一一一一士一一一
ァ｜論｜・’二｜ォ｜ァ｜ィ’。｜雲一ォ｜ァ｜ィ｜・｜雲Ｔｌァ｜ィ｜・｜ニーォテエ。｜ニーォ孝一菫丁

A問題

問題 正答

〔Ａ－１〕 １

〔Ａ－２〕 ３

〔Ａ－３〕 ４

〔Ａ－４〕 ４

〔Ａ－５〕 ２

〔Ａ－６〕 ２

〔Ａ－７〕 １

〔Ａ－８〕 １

〔Ａ－ｇ〕 ４

〔Ａ－１０〕 ３

〔Ａ－１１〕 ２

〔Ａ－１２〕 １

〔Ａ－１３〕 ４

〔Ａ－１４〕 ２

〔Ａ－１５〕 ４

〔Ａ－１６〕 ３

〔Ａ－１７〕 ３

〔Ａ－１８〕 ２

〔Ａ－１ｇ〕 ２

〔Ａ－２０〕 ４

〔Ａ－２１〕 ２

〔Ａ－２２〕 ４

〔Ａ－２３〕 １

〔Ａ－２４〕 ２

B問題

問題 正答

〔Ｂ－１〕

ア

イ

ウ

エ

オ

１

７

３

９

1０

〔Ｂ－２〕

ア

イ

ウ

エ

オ

３

1０

８

６

２

〔Ｂ－３〕

ア

イ

ウ

エ

オ

２

１

２

２

１

〔Ｂ－４〕

ア

イ

ウ

エ

オ

６

４

７

３

1０

〔Ｂ－５〕

ア

イ

ウ

エ

オ

１

４

５

８

９

〔Ｂ－６〕

ア

イ

ウ

エ

オ

２

４

６

７

９


